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學
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照
顧
す
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^

EI
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の
昔
と
な
ぅ
ぬ
、
君
は
炎
® 

瓶
く
於
如
き
中
を
或
は
內
間
文
庫
に
、
或
は
上
野
の
圖 

書
敝
に
或
は
帝
大
0

史
料
編
築
比
、.|成
は
先
報
諸
氏
を 

訪
問
し
て
如
何
な
る
#

細
の
^

g

 
i

r

之
れ
を
洩
さ 

V

ら
ん
乙
t

を
務
め
し
も
の
に
し
て
篤
學
君
の
如
き
士 
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を
我
硏
究
會
が
得
た
る
點
に
於
て
余
は
非
常
な
る
感
謝 

の
念
に
堪
へ
ざ
&

も
の
な
6

と
す
。

其
後
君
の
#

力
は
空
し
か
ら
ず
し
て
遂
K

本
著
を
成 

，す
に
至
れ
り
、
想
ふ
に
本
著
の
對
象
犮
る『

無
盡』
其
潘 

は
君
の
所
謂『：

上
は
中
央
都
市
ょ
り
下
は
山
村
水
郭
に

至
る
ま
：で
存
せ
ざ
る
な
き
，

』

も
の
：に
し
て
、我
國
民
經
濟

.
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も
重
要
な
る
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を
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す
る
も
の
な
り
ど
す
而
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て
國
E

經
濟
上
、

f
f
i

耍
な
る
意
義
を̂

す

る

『

無
盡』

.の 

硏
究
に
於V

:

君
が
最
も
カ
を
盡
し
た
る
は
之
れ
が
經
濟
:.
; 

史
的
方
面
P

あK
。

可
し
。
斯
ぐ
て
君
ぼ
先
づ
幾
多
の
史

婼

五

號

一

六o

料
ょ
b

し
て
無
®

及『

た
の
も
し』

が
全
然
我
國
民
生
活 

の
自
然
的
要
求
ょ
b

發

：生

せ

し

も

の

な

-=
vV

J

の
斷
案
を 

下
し
、
次
ぎ
に
君
は
無
謙
の
起
源
に
關
し
て
こ
れ
を
以 

て
賴
母
子V」

同
'1

物
な
^v

^:
な
す
中
田
說
を
挑
し
後
 ̂

、
を
以
て
旣
に
鎌
倉
時
代
に
存
す
と
な
し
而
し
て
こ
れ
を 

證
明
す
る
材
料
と
し
て
高
野
山
文
書
建
治
元
年
十
一
一
月

.
 

,

の
：條
に
於
け
る.『

猿
川
眞
國
神
野
三
® '
庄
之
官
謂
文』

中 

の『

押
買
寧
、押
入
奪
事
ヽ
犯
他
妻
事
ヽ
野
取
馬
牛
事
、
 

號
憑
支
乞
取
百
姓
餘
'事』

を
以
て
せ
A

、
之
れ
*
に
賴 

母
子
其
の
漭
の
史
的
硏
究
上
に
於
け
る
偉
大
な
る
發
見 

ど
稱
せ
ざ
る
を
得
ず
。
，次
ぎ
に
君
は
室
町
時
代
，に
於
け 

る
賴
母
子
が
#

ら
寺
院
內
に
行
は.
れ
し
と
な
す
中
田
、

|
尾
竹
兩
氏
の
說
を
排
し
1
て
柴
氏
£

共
に
社
寺
の
修
織
、
 

參
拜
以
外
に
一
般
消
费
に
供
せ
ら
れ
し
こ
ど
を
主
張
せ 

.

り
o

斯
く
，の
如
き
は
如
何
に
君
が
獨
創
的
見
解
に
富
む 

か
の一

端
を
明
か-
R
せ
る
も
の
に
し
て
、
同
時
^
本
蜜 

の
，價
値
•
の
如
何
に.
火
な
る
'や
を
示
す
も
の
な-
 ̂v

•
す
。

想
ぶ.
に

『

無
盡』

其

潘

^

就

き

て

は

之

れ

を

前

に

し
 

て
は
尾
竹
、
中
田
、
石
坂
、
柴
諸
氏
■の
硏
究
な
き
に
し 

も
あ
ら
ず
ビ
雖
、
然
か
も
ホ
:*
の
如
く
普
ね
ぐ
一
軚
 ̂

宜
办
て
立
論
ぜ
る

も
の
を
見
ず
、
' 本
著
は
實
に
我

邦

無

 

夢
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究
溝
R

ヒ
り
て
系
統
的
智
識
? :
與
ふ
る
» *
に
於
て. 

最
も
大
な
る
貢
献
を
な
す
も
の
だ
る
を
赁
じ
て
疑
は
ざ 

:

る
も
の
^

ト
。
忘
評
多
罪
o
:(

阿
部
生)

.；
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田
子
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'.民
著

ッ

『

市

町

村

財

政

の

倉

際

と

其

堙

論

』

.

大
正.
七
年r

「 .

月
：來
京
向
水
社
戮
行 

敬
版
四
评
三
十
三
瓦
姥
倒
金
成
圆
五
拾
錢

本
« *
は
市
町
利
の
財
政
を
中
心
ビ
し
て.
我
地
方
財
政
'.. 

の
現
狀
を
明
か
に
し
、其
特
徵
を
論
評
す
る
'
ヾ

」

典
に
、其 

:
.̂
1
の
改
^

.に
fs
す
る
1
*

.の
1 :
見
5 :
被
渥
し
て
*

.に 

間
ふ
の
目
的
を
以
て
著
は
さ
れ
た
る
名
の
で
あ
る
&>
、
 

著
者
田
子
氏
は
多
年
內
務
省.
に
職
を
舉
じ
、
地
方
ナ
よ 

の
览
督
に
»

爽
し
、
最
近
迄
同
猶
地
方
局
の
市
げ
せ
^

.
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長
を
勤
め
て
居
ら
れ
左
人
で
あ
る
か
ら
、
地
方
自
治
政 

0
の
财
政
關
題
を
翁
述
ず
る
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幾
多
の
抱
負v

j

充
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.

な
る
知
識
ビ
經
驗
^

を
有
せ
>
b
る
、
適
任
者
で
あ
る
と 

看
倣
す
こ
^

を
妨
げ
ま
い
と
思
ふO

,

著.
者
は
先
'づ

『

緖
言』

と
し
て
市
町
村
の
事
務
^
業 

j

が
年一

年
ビ
複
雜
多
岐
ヾ

」

爲
ト
、
其
財
政
が
益
々
困
難 

I

と
爲
る
傾
向
を
有
す
る
に
拘
ら
ず
、

一
般
世
人
が
此
問 

I

題
に
、對
し
て
頗
る
冷
淡
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
豫
算
央 

\

a

の
任
に
當
旮
府
縣
會
及
び
市
^
村
會
が
歲
出
の
分
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|  
•
に
腐
:*
し
或
ば
租
秘
の
輕
減
R
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拂
ふ
於
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方
則
政
の
根
本
的
硏
梵
を
等_

に
附
し
て
居
る
>

一
f

f t
D

、
斯
く
の
如
ぐ
此

! ^

题
が
幽
却
さ
れ
て
ゐ
る
の 

一
は
地
方
財
政
の
實
狀
が
明
瞭
：に
趣
解
せ
ら
れ
て
§

ら
Q

 

爲
で
あ
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
が#

杧
、
其
現
況
を
弗
明
に 

說
述
す
る
は
目
下
の
急
務
で
あ
るe

論
じ
、
.本
書
著
進 

の
動
機
を
明
かR

し
.て
ゐ
る
。
、次
に
第.

一

編『

地
方
財 

政
の
特
色』

R

於
て
著
潘
は
地
方
财
政
制
度
の
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